
機能強化計画の進捗状況（要約） （別紙様式３）

１．15年4月から17年3月までの全体的な進捗状況

２．16年10月から17年3月までの全体的な進捗状況

３．計画の達成状況

４．計画の達成状況に対する分析・評価及び今後の課題

平成15年4月から策定・実施された「リレーションシップバンキングの機能強化に関するアクションプログラム」に基づく機能強化計画も平成17年3月をもって、一つの区切を迎えることとなります。これまでの2年間にわたり、実施スケジュールに従って、関連部署・営
業店との連携の強化を図りながら、金庫を挙げて鋭意取り組んで参りました。このなかで、これまで実施していた手法に加え、新規事業や再生支援の両面にわたり、様々な施策の実施、検討を行ってきました。これまで実施したことのない新たな手法に関する項目も含め
前向きに取り組んでまいりました。

機能強化計画の最終期にあたり、総仕上げとして取り組んでまいりました。「創業・新事業支援機能等の強化」「取引先企業に対する経営相談・支援機能の強化」にかかる項目については概ね計画通り推移しました。「早期事業再生に向けた積極的取組み」についてはその手法についての検
討にとどまり、実績はございませんでした。「新しい中小企業金融への取組みの強化」については、これからの実施をにらんで準備を整えてまいりました。来期以降の実施を目指しております。「顧客への説明態勢の整備、相談・苦情処理機能の強化」については、各約定書の検討を行いまし
た。相談・苦情においては、内容の報告、検討、フォローができる体制を整えました。以上、全般的にはおおむね計画通り推移いたしました。

創業・新事業支援機能の強化では、県の外郭団体などとの連携を図り、制度融資等を実行しました。さらに、職員を金庫内外の研修会に参加させたり、通信講座を積極的に受講させることにより、目利き力の養成を含む、創業・新事業支援に向けてのレベルアップを図ってまいりました。
取引先企業に対する経営相談・支援機能の強化では、ビジネスマッチングにおいてＴＯＢＯ会（海外トレードミッション）を積極的に実施し、中国やタイなどの諸外国との貿易を支援してまいりました。また、鹿児島商工会議所など外部の団体からの、海外ビジネスツアーのコーディネート等の依
頼に応え、アドバイスを行ってまいりました。これに伴い、当金庫の外国為替取扱額も順調に増加しております。
また、三紘会、ブレーン２１の組織会活動を通じて、異業種交流や経営に役立つ講演会、勉強会を定期的に開催して参りました。今後もお取引先にとって実効性のある経営情報の提供を行います。
早期事業再生に向けた積極的取組みにおいては、中小企業再生支援協議会との情報交換を行い、全信協主催の「企業再生支援講座」等の研修に職員が参加しました。企業再生ファンドやＤＥＳ、ＤＩＰファイナンス活用等の実績はないものの、研修会等で積極的に専門知識の吸収に努めてま
いりました。
新しい中小企業融資への取組みにおいては、政策投資銀行等の協力を得て、勉強会や研修会を実施しました。また、国金及び中小公庫、農林漁業金融公庫との業務協力の締結、ＴＫＣとの提携による事業性ローンの取扱いなどを開始いたしました。さらに（財）かごしま産業支援センターと協
力して、ベンチャー企業の新たなビジネスモデルを学習しています。また、担保によらない融資制度の構築の一環として南九州では初めての地方公共団体（指宿市）に対するＰＦＩ事業融資を平成16年10月に実行いたしました。
資産査定、信用リスク管理の強化においては、融資先の不良資産状況の実態把握をし、自己査定の厳正化を図りました。担保評価についても担保評価システムと競売落札価格の比較分析と検討を行いました。外部情報機関として、信金中金総合研究所が構築する「中小企業信用リスク
データベース」に参加しました。
ガバナンスの強化においては、ディスクロージャー誌で総代会の様子と総代氏名を公表しました。また、ホームページを充実させ、ディスクロージャーを含む情報開示を実施しました。

2年間の集中改善期間の総括を行ったうえで、さらに活力あふれる地域社会の実現を目指し、地域密着型金融のあり方を再検討いたします。すでに示された「金融改革プログラム」およびその「工程表」に基づき、平成17年度からさらに踏み込んだ施策が始まりますが、地域との密着度を深
め、特に信用金庫の役割である、中小零細企業を力強くバックアップできるような態勢作りと、より一層の改革に取り組んでまいります。
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５．アクションプログラムに基づく個別項目の計画の進捗状況

具体的な取組み 備　　　考　（計画の詳細）
１５年度 １６年度 15年4月～17年3月 16年10月～17年3月

Ⅰ．中小企業金融の再生に向けた取組み

１．創業・新事業支援機能等の強化

（１）業種別担当者の配置等融資審査態勢の強化 ・ 毎年、中小企業診断士の資格取得をさせるため
中小企業大学校に人材派遣を行っているが、今
後も派遣を行い専門知識の習得に当たらせる。
・ 中小企業診断士等の有資格者や外部コンサル
タントによる創業・新事業支援にかかる金庫内研
修会を開催する。
・ 営業本部は（財）かごしま産業支援センター等と
の連携を図り、支援強化する。また、公共機関や
上部団体からの情報収集を行い、有効な情報提
供を行う。
・ 創業・新事業支援事例の蓄積、分析、検証。

・ （財）かごしま産業支援センターとの連携にかか
る協議会開催
・ 公共機関、上部団体からの情報収集。
・ 創業・新事業支援事例の蓄積、分析、検証。

・ 前年度の取組み実績の検証及びそれを踏まえ
た効果的施策の検討　　　　　　　　　　　　　　　・ 創
業・新事業支援の拡充
・ 創業・新事業支援にかかる金庫内研修会の開
催

・ （財）かごしま産業支援センターと連携、「起業化
債務保証」・「債務保証」付融資制度を創設、取扱
実績１件25百万円
・ 中小企業診断士資格取得者１名
・ 農林漁業分野のノウハウを高めるため農林漁業
金融公庫と情報交換会を実施
・ かごしま産業支援センター等の主催する「ベン
チャープラザ鹿児島（二水会）」に参加、ベンチャー
企業の新たなビジネスモデルを学習
・ 医療業、飲食業等に関する外部セミナーに参
加、知識吸収
・ 鹿児島県制度融資「創業支援融資」実行16件９１
百万円（残高３２件１２１百万円）・ 農林漁業分野の
ノウハウを高めるため農林漁業金融公庫と業務協
力の協定を結び、情報交換会を実施。
・ 地域振興支援、パチンコ業に関する外部セミナー
に参加、知識吸収
・ 鹿児島県制度融資「創業支援融資」実行21件
111百万円

・ 農林漁業分野のノウハウを高めるため農林漁
業金融公庫と業務協力の協定を結び、情報交換
会を実施。
・ 地域振興支援、パチンコ業に関する外部セミ
ナーに参加、知識吸収
・ 鹿児島県制度融資「創業支援融資」実行５件19
百万円

（２）企業の将来性や技術力を的確に評価できる人材の育成
を目的とした研修の実施

・ 全信協が主催する「目利き力養成講座」(目利き
研修)に職員を参加させる。
・  法人営業担当を初級・中級・上級の階層別のレ
ベルにより企業支援講座を実施。
・  融資審査講座研修会を開催し、定量情報から
企業の現状を把握し経営戦略の判断を行なう。
・  中小企業診断士育成ため中小企業大学校に職
員と派遣し中小企業診断士の資格を取得させる。
・  中小企業診断士等の有資格者や外部コンサル
タントによる創業事業支援にかかる金庫内研修会
を開催する。
・  任意通信教育の実施。

・ 法人営業担当研修会の実施。
・ 全信協主催｢目利き力養成講座」「企業再生支
援講座」への参加。
・ 融資審査講座研修会の実施
・ 中小企業大学校への派遣。
・ 任意通信教育の実施。

・  前年度取組みの実績の検証及びそれを踏まえ
た効果的研修を検討する。
・ 創業・新事業支援にかかる金庫内研修会の実
施。

・ 平成１５年８月法人営業研修会23名受講
・ 平成１５年９月全信協「企業再生支援講座」2名
派遣
・平成１５年５月に営業担当者を中心に融資ニーズ
の発掘から企業評価等について初級～上級の研
修会を実施79名受講
・平成１５年１０月南信協「要注意先企業アドバイス
育成研修」１０名派遣
・平成１５年１１月事業再生人材育成センター「事業
再生人材育成講座」１名派遣
・平成１５年１２全信協「目利き力養成講座」に2名
派遣
・平成１６年８月、９月全信協「目利き力養成講座」2
名派遣
・平成１６年９月南信協「中堅職員の目利き力養成
講座」に6名派遣
・中小企業大学校へ職員を２名派遣、中小企業診
断士の資格取得者3名
・職員への通信講座受講を奨励

・ 中小企業大学校へ職員を2名派遣、中小企業診
断士の資格取得者計3名
・ 職員への通信講座受講を奨励（11名受講）

（３）産学官とのネットワークの構築・活用や日本政策投資銀
行との連携。「産業クラスターサポート会議」への参画

「産業クラスターサポート会議」へ参画する。（財）
かごしま産業支援センターやその他外部機関との
連携を図り、支援を強化する。

・（財）かごしま産業支援センターとの連携にかか
る協議会の開催。　　　　　　　　　　　・産業クラス
ターサポート会議への参加。　　　・創業・新規事
業支援にかかる金庫内研修会の実施
・ 日本政策投資銀行（信金中金）、中小企業金融
公庫、国民生活金融公庫等との定期的な会合に
よる情報交換。

・前年度の取組み実績の検証およびそれを踏まえ
た効果的施策の検討。　　　　　　　　　　・創業・新
規事業支援にかかる金庫内研修会の実施
・ 日本政策投資銀行（信金中金）、中小企業金融
公庫、国民生活金融公庫等との継続的情報交
換。

・ 平成１５年５月産業クラスターサポート金融会議
参加
・ 平成１５年１０月エコ・テクノ2003「地球環境・新エ
ネルギー技術展＆セミナー」参加
・ 平成１６年２月「第一回九州産業クラスター金融
支援セミナー」参加
・ 日本政策投資銀行とＰＦＩ事業・知的財産権担保
融資・新株予約権　付融資等について情報交換
会・勉強会開催（平成15年～16年度）
・ 平成16年7月九州経済産業局主催「投資事業有
限責任組合に関する法律施行に　伴う説明会」参
加
・ 平成１６年８月第３回産業クラスターサポート金
融会議に出席　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ 平成
16年10月かごしま「食の産業クラスター」形成シン
ポジウム参加
・ 平成16年12月九州産業クラスター金融セミナー
参加
・ 平成１７年3月産業クラスター金融サポート会議
に参加

・ 平成16年10月かごしま「食の産業クラスター」形
成シンポジウム参加
・ 平成16年12月九州産業クラスター金融セミナー
参加
・ 平成１７年3月産業クラスター金融サポート会議
に参加

（４）ベンチャー企業向け業務に係る、日本政策投資銀行、中
小企業金融公庫、商工組合中央金庫等との情報共有、協調
投融資等連携強化

・担当窓口を設け、日本政策投資銀行（信金中
金）、中小企業金融公庫、国民生活金融公庫等と
の情報交換を行う。
・信金中金を通じた政策投資銀行の有するベン
チャー企業融資ﾉｳﾊｳの活用、及び情報交換によ
る地元ベンチャー企業に関する情報の入手。
・情報交換に基づく個別融資機会における協調融
資等の検討。但し協調融資については貸出条件
（適用金利・期間他）を個別に検討し対応する。

・日本政策投資銀行（信金中金）、中小企業金融
公庫、国民生活金融公庫等との定期的な会合に
よる情報交換。
・全国信用金庫協会等の主催する研修プログラム
参加による、ベンチャー企業融資ノウハウの習得
及び情報収集。
・個別融資機会における、協調融資等の検討。

・日本政策投資銀行（信金中金）、中小企業金融
公庫、国民生活金融公庫等との継続的情報交
換。
・個別融資機会における、協調融資等の検討。

・ 中小公庫との協調融資　実行4件、420百万円
・ 日本政策投資銀行とＰＦＩ事業・知的財産権担保
融資・新株予約権付融資等にかかる情報交換会・
勉強会開催（平成15年～16年度）
・ 国民生活金融公庫、中小企業金融公庫と業務連
携・協力に関する覚書締結
・ 農林漁業分野のノウハウを高めるため農林漁業
金融公庫と情報交換会を実施
・ 平成17年3月農林漁業金融公庫と業務協力に関
する協定締結

・ 農林漁業分野のノウハウを高めるため農林漁
業金融公庫と情報交換会を実施
・ 平成17年3月農林漁業金融公庫と業務協力に
関する協定締結

（５）中小企業支援センターの活用 ・ 中小企業支援センタ－の外部講師による「創
業・新事業支援機能」の金庫職員並びに、企業向
け勉強会を開催し、推進を促す。
・営業開発部と各支援センタ－との連携を密にし
ていく。
・営業店を管理する統括部長により，各営業店の
創業先・新事業先を定期的に吸上げ成果を得る。
（毎月報告書の提出を行う）

・ 「創業・新事業先」情報報告書の新設。
・ 各センタ－と勉強会の実施について打ち合わせ
を実施する。
・各種相談プラザの設置を検討していく。
・研修スケジュ－ルの作成を行う。

・相談プラザの開設と各支援センタ－との連携の
実施。
・ 研修スケジュ－ルに基づき研修を実施する。
・ 上期取り組みを継続する。
・企業向け研修会を実施する。

・ （財）かごしま産業支援センターと連携、「起業化
債務保証」・「債務保証」付融資制度を創設、取扱
実績１件25百万円
・ 取引先企業に中小企業支援センターの専門家派
遣相談会への参加を案内
・ かごしま産業支援センター等の主催する「ベン
チャープラザ鹿児島（二水会）」に参加、ベンチャー
企業の新たなビジネスモデルを学習

・ かごしま産業支援センター等の主催する「ベン
チャープラザ鹿児島（二水会）」に参加、ベン
チャー企業の新たなビジネスモデルを学習

進捗状況スケジュール項　　　　　目
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具体的な取組み 備　　　考　（計画の詳細）
１５年度 １６年度 15年4月～17年3月 16年10月～17年3月

進捗状況スケジュール項　　　　　目

２．取引先企業に対する経営相談・支援機能の強化

（１）経営情報やビジネス・マッチング情報を提供する仕組み
の整備

・「ブレーン21」等の組織活動を活性化する
・ 「しんきんふれ愛ネット」については、会員拡大を
主眼として各営業店を通じて媒体活動を行う。
・ 経営情報誌の提供については、現在各営業店
において顧客ニ－ズに対応した提供を行っており
今後も継続して行う。
・ 中小企業診断士の活用については、資格取得
者２名，中小企業大学派遣中１名を有し、審査部
企業支援課において特定企業先の指導を行って
いる。今後企業先の要望により、経営コンサルティ
ング等、勉強会の講師等積極的活動を行う。
・ Ｊ－ＦＡＸの活用については、会員増強と活用状
況を逐次検証し利用状況等会員宛発信し、利用を
促進していく。
・ 自金庫ホ－ムペ－ジについては、情報提供の
見直しを定期的に行い新情報の提供を推進して
いく。
・相談プラザの開設
・海外トレードミッション「TOBO会」の継続的な開
催。

・ 具体的取組策のなかで提示した会員先の実態
把握を行う。
・ 推進スケジュ－ルの検討，構築を行う。
・ 推進上の問題点を明確にする。
・ 営業店の広報活動について指導を行う。
・ 推進スケジュ－ルによる推進活動を行う。
・ 自金庫ホ－ムぺ－ジの新年度情報の提供の準
備を行う。
・ 相談プラザの開設の準備を行う。
・「TOBO会」の実施

・ 相談プラザの開設を実施する。
・ １５年度取組を継続する。

・ 各組織活動を実施
三紘会　　　：異業種交流の場を提供する組織会活
動を実施
ブレーン２１：若手経営者を対象とした講演会・交流
会を平成15年4、6、8、12月、平成16年4、6、8、12
月、17年3月に実施
・ 平成15年７、9、11月、平成16年4、6、8、12月、
17年2月に「TOBO会」貿易トレードツアーを実施
・ 取引先企業に対し金庫職員による経営セミナー
実施
・ 外部ビジネスセミナーにコメンティーターとして参
加、ビジネスプラン策定支援を実施
・ 平成１６年３月ＴＫＣ九州鹿児島支部と連携「ＴＫ
Ｃ・そうしん経営総合サポートプラン」（経営革新セ
ミナー、経営大学、個別経営相談）を策定

・ 各組織活動を実施
三紘会：異業種交流の場を提供する組織会活動
を実施
ブレーン２１：若手経営者を対象とした講演会・交
流会を平成16年12月、17年3月に実施
・ 平成16年11月、17年2月に「TOBO会」貿易ト
レードツアーを実施

（２）コンサルティング業務、Ｍ＆Ａ業務等の取引先企業への
支援業務の取組み

１－２－（１）の推進を行うことで゛本主旨に基づく
機能を発揮できると認識する。

本件にかかる業務方法書の変更を申請し、業務方
法書を変更

（３）要注意先債権等の健全債権化及び不良債権の新規発生
防止のための体制整備強化並びに実績公表

・ 審査部は支店と十分連携し、経営改善の可能
性のある債務者企業の選定・支援方策を検討す
る。
・ 経営改善対象先について、定期的（２ヵ月後を
目途）に業況ヒアリングを実施し、より精度の高い
業況把握に努める。
・ 職員のスキル向上の観点から、全国信用金庫
協会が実施する「企業再生支援講座」や中小企業
支援スキルの向上を目的とした研修プログラムへ
の参加や職員に中小企業診断士の資格取得をさ
せる。
・ 中小企業再生支援協議会等の外部機関や外部
専門家を活用する。
・ 要注意先債権等の健全債権化実績について、
支店の業績評価への反映について検討する。
・ 体制整備状況や経営改善支援取組み先数、経
営改善による債務者区分のランクアップ先数等に
ついて公表する。
・ 芋焼酎酒造メーカーに対し、過去の取引の中で
蓄積したノウハウを基に今後も支援、指導を行う。

・ 経営改善対象先の選定、支援方策の検討、決
定及び支援開始。
・ 中小企業再生支援協議会等の外部機関や外部
専門家の活用
・ 「企業再生支援講座」等研修プログラムへの参
加
・ 要注意先債権等の健全債権化実績について、
支店の業績評価への反映について検討
・ 上記体制整備等の状況を公表。

・ 支援方策の実施状況の適切なフォロー
・ 経営改善の可能性のある債務者企業の追加選
定や具体的改善支援等の拡充。
・ 前年度の取組み実績の検証及びそれを踏まえ
た効果的施策の検討。
・ 「企業再生支援講座」等研修プログラムへの参
加
・ 上記体制整備等の状況を公表。

・ 平成15年5月「企業支援要領」を制定し、企業支
援先選定、支援活動方法等を示し、これに沿って
支援指導を実施中。
・ 平成15年６月、平成16年4・8月に金庫主催「企業
支援講座」集合研修開催。
・ 中小企業再生支援協議会とは創設以来数次に
わたり情報交換会実施。
・ 平成15年９月全国信用金庫協会主催「企業再生
支援講座」に1名、平成15年10月南信協主催「要注
意先企業アドバイス育成研修」に支店長10名、平
成１５年１１月事業再生人材育成センター主催「事
業再生人材育成講座」に１名、平成１６年４月信金
中金主催「中小企業経営改善支援研修会」に参1
名派遣。
・ 支店長、次長の個人目標管理制度に経営改善
支援状況、ランクアップ状況を反映した。
・ 芋焼酎製造業に関する業界動向に関する情報
収集を行った。
・ 平成１５年度の取引先経営改善支援の結果
【経営改善支援取組先126先の債務者区分の動
き】
ランクアップ先　１６先、現状維持先　100先、ランク
ダウン先　９先、完済・その他　　１先

・ 平成15年度に引続き同様の施策のもとで取引
先の経営改善指導を実施中
・ 平成１６年４月支店長を対象とした金庫主催「取
引先の経営改善支援講座」開催
・ 平成１６年４月信金中金主催「中小企業経営改
善支援研修会」に1名派遣
・ 平成１６年８月全融資担当者を対象とした金庫
主催「取引先企業のための経営改善講座」開催

（４）中小企業支援スキルの向上を目的とした研修の実施

（５）「地域金融人材育成システム開発プログラム」等への協
力

特に実施した内容はない 特に実施した内容はない

別紙様式３－２、３－３及び３－４参照
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具体的な取組み 備　　　考　（計画の詳細）
１５年度 １６年度 15年4月～17年3月 16年10月～17年3月

進捗状況スケジュール項　　　　　目

３．早期事業再生に向けた積極的取組み

（１）中小企業の過剰債務構造の解消・再生の取組み。「早期
事業再生ガイドライン」の趣旨を踏まえた事業再生への早期
着手

・ 専門知識を取得させるため、全国信用金庫協会
等が主催する事業再生セミナーや通信講座を受
講させる。
・ 中小企業再生支援協議会や外部専門家等との
連携。

・ 中小企業再生支援協議会や外部専門家等との
連携。
・ 全国信用金庫協会等が主催する事業再生セミ
ナーや通信講座の受講

・ 中小企業再生支援協議会や外部専門家等との
連携
・ 全国信用金庫協会等が主催する事業再生セミ
ナーや通信講座の受講

・ 中小企業再生支援協議会と数次にわたり情報交
換会実施
・ 平成15年９月全信協会主催「企業再生支援講
座」、同11月事業再生人材育成センター主催「事業
再生人材育成講座」に職員派遣
・ 対応実績なし

・ 対応実績なし

（２）地域の中小企業を対象とした企業再生ファンドの組成の
取組み

・専門知識を習得させるため、全国信用金庫協会
等が主催する事業再生セミナーや通信講座の受
講。
・信金中金や全国信用金庫協会等との情報交換。

・ 全国信用金庫協会等が主催する事業再生セミ
ナーや通信講座の受講。
・ 信金中金や全国信用金庫協会等との情報交
換。

・ 信金中金や全国信用金庫協会等との情報交
換。
・ 全国信用金庫協会等が主催する事業再生セミ
ナーや通信講座の受講。

・ 平成15年9月全信協会主催「企業再生支援講
座」、同11月事業再生人材育成センター主催「事業
再生人材育成講座」に職員派遣
・ 企業再生ファンドの対応実績なし

・ 企業再生ファンドの対応実績なし

（３）デット・エクイティ・スワップ、DIPファイナンス等の活用 ・ デット・エクィティ・スワップ、ＤＩＰファイナンス活
用にかかる検討会を開催する。
・ 専門知識を取得させるため、全国信用金庫協会
等が主催する事業再生セミナーや通信講座を受
講させる。

・ デット・エクィティ・スワップ、ＤＩＰファイナンス活
用にかかる検討会の開催
・ 全国信用金庫協会等が主催する事業再生セミ
ナーや通信講座の受講

・ デット・エクィティ・スワップ、ＤＩＰファイナンス活
用にかかる検討会の開催
・ 全国信用金庫協会等が主催する事業再生セミ
ナーや通信講座の受講

・ 平成15年9月全信協会主催「企業再生支援講
座」、同11月事業再生人材育成センター主催「事業
再生人材育成講座」に職員派遣
・ デット・エクィティ・スワップ、ＤＩＰファイナンス活用
にかかる勉強会開催
・ デット・エクィティ・スワップ、ＤＩＰファイナンスの対
応実績なし

対応実績なし

（４）「中小企業再生型信託スキーム」等、ＲＣＣ信託機能の活
用

・ ＲＣＣ信託機能活用について検討会を開催す
る。
・ 専門知識を取得させるため、全国信用金庫協会
等が主催する事業再生セミナーや通信講座を受
講させる。

・ ＲＣＣ信託機能活用についての検討会開催
・ 全国信用金庫協会等が主催する事業再生セミ
ナーや通信講座の受講

・ ＲＣＣ信託機能活用についての検討会開催
・ 全国信用金庫協会等が主催する事業再生セミ
ナーや通信講座の受講

・ 平成15年９月全信協会主催「企業再生支援講
座」、同11月事業再生人材育成センター主催「事業
再生人材育成講座」に職員派遣
・ 平成15年９月全信協会主催「ＲＣＣの企業再生
機能に関する説明会」参加
・ ＲＣＣ信託機能活用についての検討会開催
・ ＲＣＣ信託機能の対応実績なし

・ ＲＣＣ信託機能の対応実績なし

（５）産業再生機構の活用 ・ 産業再生機構活用について検討会を開催する。
・ 専門知識を取得させるため、全国信用金庫協会
等が主催する事業再生セミナーや通信講座を受
講させる。

・ 産業再生機構活用についての検討会開催
・ 全国信用金庫協会等が主催する事業再生セミ
ナーや通信講座の受講

・ 産業再生機構活用についての検討会開催
・ 全国信用金庫協会等が主催する事業再生セミ
ナーや通信講座の受講

・ 平成15年９月全信協会主催「企業再生支援講
座」、同11月事業再生人材育成センター主催「事業
再生人材育成講座」に職員派
・ 平成１６年４月・７月金庫内研修会実施
・ 産業再生機構の対応実績なし

・ 産業再生機構の対応実績なし

（６）中小企業再生支援協議会への協力とその機能の活用 ・ 中小企業再生支援協議会の有効活用について
検討を行う。
・ 金庫取引先への同協議会の紹介と協議会との
連携を図る。
・ 専門知識を取得させるため、全国信用金庫協会
等が主催する事業再生セミナーや通信講座を受
講させる。

・ 中小企業再生支援協議会の有効活用について
検討会開催
・ 金庫取引先への同協議会の紹介と協議会との
連携
・ 全国信用金庫協会等が主催する事業再生セミ
ナーや通信講座の受講

・ 前年度の取組み実績の検証及びそれを踏まえ
た施策の検討
・ 引き続き同協議会の活用
・ 全国信用金庫協会等が主催する事業再生セミ
ナーや通信講座の受講

・ 中小企業再生支援協議会と数次にわたり情報交
換会実施
・ 平成15年９月全信協会主催「企業再生支援講
座」、同11月事業再生人材育成センター主催「事業
再生人材育成講座」に職員派遣
・ 平成１６年４月・７月金庫内研修会実施
・ 中小企業再生支援協議会の再生計画策定完了
先に対するフォロー実施中

・ 中小企業再生支援協議会への持込案件実績は
なかった
・ 再生計画策定完了先に対するフォロー実施中

（７）企業再生支援に関する人材（ターンアラウンド・スペシャリ
スト）の育成を目的とした研修の実施

・ 企業再生にかかる金庫内研修の実施。
・ 全信協主催「企業再生支援講座」への参加。
・ 地域の事業再生専門家（弁護士、会計士等）と
の連携、
情報交換の場の設定により知識・スキルの向上を
図る。
・ 任意通信教育の実施。

・ 全信協主催「企業再生支援講座」への参加。
・ 企業再生にかかる金庫内研修会の実施。
・ 任意通信教育の実施。                     ・ 地域の
事業再生専門家との連携、情報交換については
適宜実施。

・ 前年度取組みの実績の検証及びそれを踏まえ
た効果的研修を検討する。

・ 平成１５年度は全信協主催「企業再生支援講座」
２名派遣、事業再生人材育成センター主催「事業
再生人材育成講座」１名派遣、平成１６年度は金庫
主催研修１２２名受講
・ 職員への通信講座受講を奨励
・ 企業再生支援にかかる外部セミナーに参加

・ 職員への通信講座受講を奨励
・ 企業再生支援にかかる外部セミナーに参加
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